「上海日日新聞」から見た内山完造の上海における文学・文化活動「童話会」研究（一） by 呂 慧君
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
呂
慧
君
は
じ
め
に
│
│
童
話
会
に
関
す
る
内
山
の
発
言
と
先
行
研
究
内
山
完
造
（
一
八
八
五
〜
一
九
五
九
）
は
、
岡
山
県
後
月
郡
吉
井
村
に
生
ま
れ
て
、
十
二
歳
か
ら
大
阪
へ
丁
稚
奉
公
に
出
て
、
一
九
一
二
年
（
二
十
七
歳
）
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、
そ
の
翌
年
に
京
都
教
会
の
牧
野
虎
次
牧
師
の
紹
介
を
き
っ
か
け
に
、
目
薬
の
会
社
参
天
堂
（
現
在
参
天
製
薬
）
の
海
外
出
張
員
と
し
て
上
海
へ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
七
年
に
開
い
た
内
山
書
店
が
中
国
人
と
日
本
人
の
交
流
の
場
と
し
て
名
声
を
馳
せ
て
い
る
。
内
山
完
造
は
、
上
海
に
い
た
三
十
四
年
間
余
り
の
間
に
、
自
分
の
観
察
と
経
験
を
通
し
て
、
中
国
人
に
友
情
を
持
っ
て
、
日
本
人
の
立
場
で
見
た
中
国
の
民
情
文
化
の
研
究
に
相
当
価
値
の
あ
る
十
六
冊
の
随
筆
集
を
書
き
残
し
（
他
人
編
集
の
も
の
を
含
め
）、
ま
た
唯
一
の
自
伝
と
な
る
『
花
甲
録
』
が
、
内
山
が
死
去
し
た
翌
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
彼
は
帰
国
後
も
日
本
中
を
回
っ
て
講
演
を
し
、
日
中
友
好
協
会
の
活
動
に
積
極
的
に
力
を
尽
く
し
た
。
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
五
七
ま
た
、
内
山
完
造
は
上
海
で
日
中
の
文
学
者
、
文
化
人
と
親
交
を
結
ん
だ
ほ
か
に
、
精
力
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
展
開
し
た
。
例
え
ば
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
内
山
書
店
を
拠
点
と
し
た
「
文
芸
漫
談
会
」
や
一
九
二
三
年
か
ら
発
足
し
た
「
支
那
劇
研
究
会
」
が
あ
り
、
三
〇
年
代
に
入
る
と
、「
上
海
童
話
協
会
」
と
、「
文
芸
漫
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
鄭
伯
奇
が
校
長
を
勤
め
た
中
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
「
日
本
語
学
校
」
が
創
設
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
内
山
の
文
化
事
業
の
中
で
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
な
い
事
項
、『
花
甲
録
』
に
記
し
た
「
上
海
童
話
協
会
」（
以
下
「
童
話
会
」
と
呼
ぶ
）
を
取
り
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
内
山
完
造
は
自
伝
『
花
甲
録
』
に
、
童
話
会
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
ま
ず
、
童
話
会
の
設
立
の
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
上
海
の
子
供
は
雑
誌
を
沢
山
に
見
る
が
、
こ
れ
で
は
偏
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り
目
か
ら
ば
か
り
影
響
を
受
け
て
耳
か
ら
の
影
響
が
な
い
。
こ
れ
で
は
片
輪
に
な
る
、
と
そ
う
思
う
て
見
て
い
る
と
、
ど
う
も
上
海
の
子
供
は
何
だ
か
木
の
葉
の
よ
う
に
カ
サ
カ
サ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
根
本
的
に
は
無
論
環
境
の
影
響
で
あ
る
が
、
ど
う
も
潤
い
が
足
り
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
は
耳
か
ら
の
感
情
と
云
う
面
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
子
供
の
好
き
な
童
話
会
と
云
う
よ
う
な
も
の
が
少
し
も
な
い
。
各
家
庭
に
は
老
人
が
少
な
い
関
係
か
ら
、
お
伽
噺
を
聞
く
こ
と
が
甚
だ
少
な
い
。
若
い
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
だ
け
の
家
庭
教
育
は
、
や
や
も
す
れ
ば
理
論
的
に
流
れ
る
。
感
情
教
育
を
心
が
け
て
も
、
そ
れ
が
や
は
り
理
論
的
感
情
教
育
と
云
う
こ
と
に
な
っ
て
、
自
然
の
感
情
に
育
く
ま
れ
る
と
云
う
こ
と
が
少
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
つ
上
海
の
お
爺
さ
ん
が
入
用
と
云
う
こ
と
に
な
っ
た
。
誰
か
な
い
か
と
考
え
て
見
る
が
一
向
に
思
い
浮
ば
な
い
。
え
え
ま
ま
の
皮
よ
、
一
つ
自
分
で
上
海
の
お
爺
さ
ん
に
な
る
の
が
よ
い
と
、
そ
こ
で
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
日
曜
学
校
に
関
係
し
て
る
人
々
に
そ
の
話
し
を
す
る
と
、
皆
は
私
と
同
じ
考
え
を
持
っ
て
る
人
々
で
あ
っ
た
の
で
、
話
し
は
と
ん
と
ん
拍
子
に
上
海
童
話
協
会
の
設
立
に
ま
で
急
行
し
た
。⑴
（
傍
線
筆
者
）
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
五
八
そ
の
後
、
童
話
会
が
ど
の
よ
う
に
盛
況
を
迎
え
た
の
か
に
つ
い
て
、『
花
甲
録
』
に
よ
る
と
、
発
会
式
の
時
、
子
供
は
「
超
満
員
に
集
ま
っ
て
来
た
。
始
め
か
ら
終
い
ま
で
大
喜
び
の
大
満
足
で
あ
っ
た
」。
そ
し
て
、
そ
の
後
東
部
と
西
部
の
「
工
場
」
で
の
開
会
は
回
数
が
多
く
て
、「
何
処
で
も
子
供
は
大
喜
び
で
あ
り
、
親
達
も
聞
き
に
来
て
、
こ
れ
ま
た
大
変
喜
ん
で
下
さ
る
の
で
、
上
海
童
話
協
会
は
ま
さ
に
大
当
り
興
行
で
あ
っ
た
」。
ま
た
、
東
京
の
文
理
大
の
大
塚
童
話
会
か
ら
三
人
招
き
、
久
留
島
武
彦
に
も
話
し
て
も
ら
い
、
子
供
が
と
マ
マ
て
も
喜
ん
で
い
た
。「
流
石
は
皆
な
日
曜
学
校
で
話
つ
け
て
る
人
々
だ
け
あ
っ
た
、
と
て
も
上
手
で
あ
っ
た
の
で
、
興
行
は
大
当
た
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
と
に
か
く
童
話
会
の
存
在
は
上
海
日
本
人
間
で
は
相
当
価
値
高
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
今
二
三
人
の
子
供
を
持
っ
て
る
位
い
の
上
海
生
れ
の
お
母
さ
ん
方
は
殆
ど
こ
の
童
話
会
の
聴
衆
で
あ
っ
た
の
だ
。
時
々
大
会
を
開
ら
く
と
二
千
人
位
い
集
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
平
素
で
も
五
百
人
を
下
る
こ
と
は
断
じ
て
な
い
。
各
工
場
へ
行
っ
て
も
、
き
っ
と
二
百
人
位
い
は
大
人
と
と
も
に
集
ま
る
の
で
、
こ
の
会
の
存
在
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
童
話
会
開
催
の
場
所
、
講
師
及
び
内
容
に
つ
い
て
も
内
山
の
記
憶
に
よ
っ
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
章
で
ま
た
触
れ
た
い
と
思
う
。
で
は
、『
花
甲
録
』
以
外
の
先
行
研
究
で
は
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
か
。
ま
ず
は
、『
上
海
共
同
租
界
│
事
変
前
夜
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
│
世
界
へ
の
登
場
（
２
）』⑵
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
に
童
話
会
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
が
あ
っ
た
。
「
上
海
の
日
本
人
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、
当
然
子
供
の
数
も
増
え
て
く
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
子
供
た
ち
に
童
話
を
聞
か
せ
よ
う
と
「
上
海
童
話
協
会
」
が
設
け
ら
れ
た
。
毎
週
日
曜
日
、
租
界
内
の
日
本
人
小
学
校
で
開
か
れ
、
東
京
か
ら
講
師
も
呼
ん
だ
り
し
て
盛
況
だ
っ
た
と
い
う
。」
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
五
九
ま
た
、
小
沢
正
元
氏
も
「
上
海
童
話
協
会
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
る
⑶
。
今
ま
で
童
話
会
に
言
及
し
た
資
料
は
『
花
甲
録
』
以
外
に
、
管
見
で
は
二
冊
の
本
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
二
箇
所
の
内
容
は
『
花
甲
録
』
に
従
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
見
え
、『
花
甲
録
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
小
沢
氏
が
童
話
会
設
立
の
背
景
に
、「『
満
州
事
変
』
前
後
か
ら
上
海
の
日
本
人
は
急
速
に
増
加
し
た
。
し
た
が
っ
て
日
本
人
児
童
の
数
も
ふ
え
て
き
た
と
こ
ろ
が
、
も
と
も
と
上
海
と
い
う
都
会
は
租
界
で
あ
っ
て
、
列
国
の
中
国
搾
取
の
拠
点
で
あ
る
か
ら
、
子
供
た
ち
の
楽
園
で
あ
る
わ
け
は
な
い
。」
と
加
筆
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
当
時
上
海
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
邦
字
新
聞
を
調
べ
た
ら
、
童
話
会
の
記
事
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
想
し
て
、
一
番
入
手
し
や
す
い
「
上
海
日
日
新
聞
」
を
使
っ
て
調
査
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
本
稿
で
は
、
童
話
会
の
活
動
内
容
の
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
童
話
会
の
性
格
と
そ
の
活
動
が
当
時
上
海
に
い
た
在
留
邦
人
に
与
え
た
影
響
と
意
義
を
闡
明
し
た
い
。
＊
＊
＊
『
花
甲
録
』
の
「
上
海
童
話
協
会
」
と
い
う
事
項
が
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
分
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
戦
前
か
ら
出
版
さ
れ
た
新
聞
を
調
査
し
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
趙
夢
雲
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
人
の
経
営
に
よ
る
主
要
な
日
本
語
の
新
聞
・
雑
誌
一
覧
」⑷
を
見
る
と
、
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
が
「
上
海
日
報
」（
一
九
〇
三
年
十
二
月
二
十
六
日
創
刊
）（「
上
海
新
報
」
の
後
身
）、「
上
海
日
日
新
聞
」（
一
九
一
四
年
十
一
月
一
日
創
刊
）、「
上
海
毎
日
新
聞
」（
一
九
一
八
年
十
一
月
三
十
日
創
刊
）、「
上
海
」（
月
刊
）（
一
九
一
三
年
二
月
創
刊
）、「
上
海
時
論
」（
月
刊
）（
一
九
一
七
年
創
刊
）
な
ど
の
十
種
類
に
も
達
し
た
こ
と
が
分
か
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
〇
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
、
上
海
日
日
新
聞
社
（
上
海
乍
浦
路
四
五
五
）
発
行
の
「
上
海
日
日
新
聞
」
を
調
査
の
対
象
に
絞
っ
た
。
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
昭
和
六
年
の
一
月
か
ら
八
月
、
及
び
昭
和
八
年
五
月
か
ら
昭
和
十
二
年
四
月
ま
で
の
分
が
調
べ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
は
じ
め
に
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
童
話
会
関
連
記
事
を
調
べ
、
童
話
会
開
催
の
時
期
、
回
数
、
場
所
、
講
師
及
び
内
容
な
ど
の
面
で
、
活
動
の
詳
細
を
補
足
し
、
そ
し
て
先
行
研
究
と
食
い
違
っ
た
と
こ
ろ
を
指
摘
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
調
査
結
果
を
も
と
に
し
た
表
、「
童
話
会
記
事
」
を
載
せ
る
こ
と
に
し
、
そ
こ
か
ら
判
明
し
た
事
項
を
順
番
に
取
り
上
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
童
話
会
」
活
動
の
実
態
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。
〔
童
話
会
記
事
〕
日
付
朝
刊
／
夕
刊
・
版
面
掲
載
記
事
名
開
始
時
間
場
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
注
記
１
９
３
１
年
１
月
１１
日（
日
）
九
け
ふ
の
童
話
会
午
後
２
時
狄
思
威
路
購
買
組
合
楼
上
童
話
「
御
話
リ
レ
ー
」
内
山
完
造
、
高
橋
実
、
藤
井
稔
、
楠
本
一
夫
、
村
井
美
喜
夫
、
高
橋
貞
一
、
当
間
美
三
、
柴
田
一
郎
童
謡
「
雪
」
高
橋
実
本
年
最
初
の
童
話
会
１
月
１８
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
の
童
話
会
午
後
２
時
（
以
下
略
称
：
）
購
買
組
合
マ
マ
「
童
話
ム
レ
ー
」
続
き
内
山
完
造
、
高
橋
実
、
藤
井
稔
、
楠
本
一
夫
、
高
橋
貞
一
１
月
２５
日（
日
）
七
け
ふ
の
催
し
午
後
２
時
購
買
組
合
「
二
人
の
老
人
」
内
山
完
造
、「
ト
ム
公
の
冒
険
」
高
橋
実
、「
こ
の
花
」
高
橋
貞
一
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
一
２
月
８
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
の
童
話
会
午
後
２
時
購
買
組
合
「
続
ト
ム
公
冒
険
物
語
」
高
橋
実
、「
張
さ
ん
金
さ
ん
」
内
山
完
造
、「
幻
な
い
者
」
高
橋
貞
一
２
月
２２
日（
日
）
七
け
ふ
の
童
話
会
午
後
２
時
購
買
組
合
「
火
と
喧
嘩
」
内
山
完
造
、「
人
」
当
間
美
三
、
「
ト
ム
公
の
冒
険
物
語
」
高
橋
実
２
月
１
日
、
１５
日
分
な
し
３
月
１４
日（
土
）
七
今
夜
童
話
大
会
午
後
７
時
毎
日
ホ
ー
ル
挨
拶
、
童
謡
指
導
「
砂
山
」
一
木
敏
之
、
童
話
講
談
「
長
い
槍
と
短
い
槍
」
岩
崎
太
郎
、
童
話
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
小
学
校
」
村
井
美
喜
夫
、
童
話
「
題
未
定
」
柴
田
俊
貞
、
童
謡
独
唱
（
イ
）「
お
菓
子
と
娘
」
高
橋
実
、（
ロ
）「
植
生
の
窗
」
童
話
「
靴
屋
の
英
雄
」
中
條
辰
夫
、
童
話
劇
「
エ
ラ
ク
な
つ
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
ハ
ル
ベ
ー
」
会
員
３
月
２５
日（
水
）
七
観
音
堂
で
童
話
会
午
後
６
時
半
呉
淞
路
東
興
里
内
観
音
堂
荒
木
既
成
、
村
井
美
喜
夫
、
楠
本
一
夫
３
月
２９
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
の
童
話
会
午
後
２
時
購
買
組
合
「
着
物
気
違
ヒ
」
内
山
完
造
、「
美
し
い
花
』
村
井
美
喜
三
（
夫
）、「
春
」
当
間
美
三
、「
ハ
ツ
ク
ル
ベ
リ
ー
物
語
（
一
）
高
橋
実
、「
勇
敢
な
子
供
」
高
橋
貞
一
３
月
１
日
、
２２
日
分
な
し
４
月
２６
日
分
な
し
５
月
３
日（
日
）
九
童
話
会
番
組
午
後
１
時
購
買
組
合
「
犬
」
村
井
美
喜
雄
、「
一
太
郎
」
岩
崎
太
郎
、
「
海
を
隔
て
る
」
当
間
美
三
、「
寮
生
」
内
山
完
造
、「
ハ
ツ
ク
ル
ベ
リ
ー
」
高
橋
実
５
月
１７
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
童
話
会
午
後
２
時
購
買
組
合
「
海
底
旅
行
」
内
山
完
造
、「
虎
公
と
牛
公
」
村
井
美
喜
夫
、「
ハ
ム
」
高
橋
貞
一
、「
小
僧
ボ
ー
吉
」
高
橋
実
、「
た
れ
の
も
の
」
当
間
美
三
５
月
２４
日（
日
）
九
童
話
祭
の
番
組
午
前
１０
時
高
等
女
学
校
講
堂
第
一
部
大
会
（
子
供
達
の
為
）
童
話
「
犬
君
」
泉
裕
太
郎
、「
め
ん
鳥
と
み
つ
蜂
の
話
」
高
橋
貞
一
、「
珍
太
郎
」
石
川
務
、「
■
ボ
ー
の
話
」
高
橋
実
、
童
謡
「
雨
ふ
り
」
泉
裕
太
郎
上
海
童
話
会
創
立
一
周
年
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
二
午
後
６
時
半
毎
日
ホ
ー
ル
第
二
部
大
会
（
母
様
歓
迎
）
童
話
「
い
な
か
さ
む
ら
い
」
岩
崎
太
郎
、「
ユ
ピ
ロ
大
王
」
当
間
美
三
、「
ヨ
ナ
の
ぢ
い
さ
ん
」
村
井
美
喜
夫
、「
ハ
マ
マ
ア
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」
楠
本
一
夫
、
童
謡
独
唱
「
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
子
守
唄
」「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
子
守
唄
」
高
橋
実
（
伴
奏
他
四
人
）、
童
話
「
正
シ
イ
裁
判
」
内
山
完
造
５
月
１０
日
分
な
し
６
月
７
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
の
童
話
会
午
後
２
時
購
買
組
合
「
怪
物
」
内
山
完
造
、「
ペ
ス
」
高
橋
実
、「
珍
太
郎
」
当
間
美
三
、「
箱
」
高
橋
貞
一
午
後
３
時
半
日
倶
小
羊
会
展
覧
会
場
内
「
好
き
な
話
」
高
橋
実
、「
嫌
ひ
な
話
」
当
間
美
三
６
月
１４
日（
日
）
夕
・
二
童
話
会
番
組
午
後
２
時
購
買
組
合
「
少
年
勇
一
」
内
山
完
造
、「
一
人
と
千
人
」
岩
崎
太
郎
、「
暑
い
日
に
」（
高
橋
貞
一
）、「
レ
モ
ネ
ー
ド
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
当
間
美
三
６
月
２１
日（
日
）
十
一
童
話
会
番
組
午
後
１
時
購
買
組
合
「
黒
と
白
」
高
橋
貞
一
、「
小
さ
い
者
に
」
内
山
完
造
、「
笑
ひ
の
大
将
」
岩
崎
太
郎
、「
ス
ピ
ツ
キ
物
語
」
高
橋
実
６
月
２８
日（
日
）
夕
・
二
童
話
会
番
組
午
後
２
時
購
買
組
合
「
ア
ル
プ
ス
の
犬
」
内
山
完
造
、「
レ
モ
ネ
ー
ド
」
村
井
美
喜
夫
、「
ブ
ラ
ブ
ラ
太
郎
」
高
橋
実
、「
氷
の
火
事
」
当
間
美
三
７
月
５
日（
日
）
十
一
け
ふ
の
童
話
会
午
前
１０
時
購
買
組
合
「
豪
い
人
に
な
る
に
は
」
内
山
完
造
、「
ブ
ラ
ン
ブ
ラ
ン
」
高
橋
実
、「
水
泳
」
村
井
美
喜
夫
、「
幼
い
人
の
為
に
」
高
橋
貞
一
今
回
か
ら
開
会
時
間
を
繰
り
上
げ
て
午
前
１０
時
か
ら
に
変
更
さ
れ
た
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
三
７
月
１２
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
の
童
話
会
午
前
１０
時
高
等
女
学
校
講
堂
「
ベ
ニ
ス
の
悪
い
商
人
」
内
山
完
造
、「
何
が
御
好
き
」
村
井
美
喜
夫
、「
海
」
高
橋
貞
一
、「
お
そ
ろ
し
い
事
」
当
間
美
三
、「
オ
デ
ツ
セ
イ
物
語
」
高
橋
実
涼
し
い
た
め
場
所
を
変
え
た
７
月
１９
日（
日
）
夕
・
二
童
話
会
番
組
午
前
１０
時
高
等
女
学
校
講
堂
「
小
さ
い
者
」
内
山
完
造
、「
猿
」
村
井
美
喜
夫
、
「
子
犬
」
当
間
美
三
、「
オ
デ
ツ
セ
イ
物
語
（
二
）」
高
橋
実
、「
虎
公
」
高
橋
貞
一
７
月
２６
日（
日
）
九
け
ふ
の
童
話
会
午
前
１０
時
ス
コ
ッ
ト
路
高
等
女
学
校
講
堂
「
御
病
気
」
内
山
完
造
、「
く
る
く
る
坊
主
」
村
井
美
喜
夫
、「
オ
デ
ツ
セ
イ
物
語
」
高
橋
実
、「
マ
リ
子
さ
ん
」
当
間
美
三
、「
風
船
玉
」
高
橋
貞
一
８
月
２
日（
日
）
九
童
話
会
番
組
午
前
１０
時
高
等
女
学
校
講
堂
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
捕
子
」
内
山
完
造
、「
オ
デ
ツ
セ
イ
物
語
（
三
）」
高
橋
実
、「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」
村
井
美
喜
夫
、「
雪
の
国
」
当
間
美
三
８
月
９
日（
日
）
夕
・
二
あ
す
童
話
会
午
前
１０
時
高
等
女
学
校
講
堂
「
世
界
英
雄
巡
礼
（
一
）」
高
橋
実
、「
私
の
■
■
」
内
山
完
造
、「
西
爪
（
瓜
）」
当
間
美
三
、「
氷
山
」
村
井
美
喜
夫
８
月
１６
日（
日
）
九
童
話
会
番
組
午
前
１０
時
高
等
女
学
校
講
堂
「
キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
」
岩
崎
太
郎
、「
世
界
英
雄
巡
礼
（
二
）」
高
橋
実
、「
大
先
生
」
内
山
完
造
、
「
犬
」
高
橋
貞
一
、「
山
と
川
」
村
井
美
喜
夫
８
月
２３
日（
日
）
九
石
野
氏
歓
迎
今
夜
童
話
大
会
午
後
７
時
半
毎
日
ホ
ー
ル
「
童
話
い
く
よ
い
く
よ
」
村
井
美
喜
夫
、「
御
り
こ
う
な
子
供
」
高
橋
貞
一
、「
天
下
無
敵
」
岩
崎
太
郎
、「
童
謡
三
つ
」
高
橋
実
、「
童
話
ビ
ツ
ク
リ
箱
」
当
間
美
三
、「
正
省
の
頭
に
神
宿
る
」
石
野
氏
石
野
氏
：
関
西
の
小
波
先
生
と
呼
ば
れ
る
新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
有
名
な
童
話
大
家
８
月
３０
日（
日
）
九
け
ふ
の
童
話
会
午
前
１０
時
長
春
路
日
語
学
会
階
上
「
世
界
英
雄
巡
礼
（
三
）」
高
橋
実
、「
秋
モ
立
チ
テ
」
村
井
美
喜
夫
、「
ブ
ツ
ブ
ツ
小
僧
」
当
間
美
三
、「
小
羊
」
高
橋
貞
一
一
般
の
多
数
来
場
を
歓
迎
す
る
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
四
右
に
掲
載
し
た
表
は
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
、
童
話
会
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
内
山
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
童
話
会
の
始
ま
る
年
は
ま
さ
に
調
査
に
あ
た
っ
た
年
、「
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
調
査
で
使
っ
た
「
上
海
日
日
新
聞
」
の
一
九
三
一
年
五
月
二
十
四
日
「
童
話
祭
の
番
組
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
本
文
に
は
、「
世
界
で
有
名
な
御
祭
が
三
つ
も
あ
〔
童
話
会
関
連
記
事
〕
３
月
１６
日（
月
）
七
升
屋
氏
送
別
会
３
月
１５
日
午
後
２
時
日
本
人
倶
楽
部
ホ
ー
ル
上
海
童
話
協
会
の
童
話
劇
「
人
格
者
」
他
３
月
３０
日（
月
）
七
西
本
願
寺
お
伽
大
会
午
後
７
時
西
本
願
寺
上
海
日
曜
学
校
「
化
物
退
治
」
荒
木
即
成
、「
さ
て
さ
て
」
楠
本
一
夫
他
春
の
集
ま
り
と
し
て
、
校
生
以
外
の
児
童
で
も
来
聴
で
き
る
４
月
１６
日（
木
）
夕
・
二
音
楽
と
劇
の
夕
４
月
１８
日（
土
）
午
後
７
時
日
本
人
倶
楽
部
ホ
ー
ル
「
古
都
も
と
め
歩
み
て
」
高
橋
実
、
劇
「
ホ
テ
ル
の
英
雄
」
上
海
童
話
協
会
他
一
木
洋
行
主
催
４
月
１７
日（
金
）、
１８
日（
土
）
１７
日
四
、
１８
日
四
音
楽
と
劇
の
夕
プ
ロ
グ
ラ
ム
同
右
同
右
「
古
都
（
蘇
州
）
も
と
め
歩
み
て
」
独
唱
：
高
橋
実
、
劇
「
ホ
テ
ル
の
英
雄
」
出
演
：
上
海
童
話
協
会
他
７
月
２６
日（
日
）
夕
・
二
西
本
願
寺
童
話
会
午
前
９
時
乍
浦
路
西
本
願
寺
内
上
海
日
曜
学
校
童
話
「
ペ
ン
ペ
ン
卵
」
荒
木
即
成
、「
何
で
せ
う
」
マ
マ
楠
本
一
雄
、
童
謡
高
橋
実
他
夏
休
み
中
の
催
し
と
し
て
童
話
会
と
朝
起
会
と
を
催
す
と
な
る
７
月
２９
日（
水
）
九
中
日
教
会
夏
期
早
天
学
校
朝
６
時
１５
分
〜
８
時
中
日
教
会
御
話
（
月
）「
心
の
貧
し
き
者
」
高
橋
中
日
教
会
日
曜
学
校
主
催
夏
休
み
子
供
の
為
、
８
月
３
日
（
月
）か
ら
８
日（
土
）
ま
で
＊
判
読
不
明
の
字
に
代
え
て
「
■
」
を
用
い
て
い
る
。
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
五
る
此
の
五
月
廿
四
日
（
日
曜
日
）
に
当
地
の
上
海
童
話
会
も
創
立
一
週
年
記
念
と
し
て
童
話
祭
を
催
す
筈
。」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
童
話
会
の
始
ま
る
年
は
『
花
甲
録
』
お
よ
び
他
文
献
で
記
さ
れ
て
い
る
「
一
九
三
一
年
」
よ
り
一
年
早
く
の
「
一
九
三
〇
年
五
月
」
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
後
、
童
話
会
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
続
い
た
か
、
そ
し
て
中
断
な
し
で
活
動
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、『
花
甲
録
』
で
は
、「
は
っ
き
り
覚
え
て
居
ら
ん
が
五
六
年
は
つ
づ
い
た
と
思
う
。」、「
二
度
目
の
上
海
事
変
で
と
う
と
う
こ
う
し
た
会
も
出
来
な
く
な
っ
て
了
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
度
目
の
上
海
事
変
は
一
九
三
七
年
八
月
に
起
き
た
事
件
で
あ
る
。「
上
海
日
日
新
聞
」
の
調
査
で
は
、
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
、
童
話
会
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
続
い
て
、「
上
海
日
日
新
聞
」
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
の
九
月
か
ら
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
四
月
ま
で
の
分
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
一
九
三
三
年
五
月
か
ら
二
年
ぐ
ら
い
後
ま
で
は
一
瞥
し
た
が
、「
童
話
会
」
の
記
事
が
見
当
た
ら
ず
、
そ
れ
と
共
に
日
本
人
倶
楽
部
の
催
し
を
は
じ
め
と
す
る
在
留
邦
人
の
活
動
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
続
い
た
の
か
は
ま
だ
判
明
で
き
な
い
が
、
そ
の
原
因
も
今
の
段
階
で
第
一
次
上
海
事
変
（
一
九
三
二
年
一
月
か
ら
三
月
に
上
海
国
際
共
同
租
界
周
辺
で
起
き
た
日
中
両
軍
の
衝
突
で
あ
る
）
が
起
き
た
か
ら
の
で
は
な
い
か
、
と
し
か
判
断
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
童
話
会
に
は
も
し
か
し
て
中
断
の
時
期
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
有
の
資
料
で
は
、
ど
の
時
点
で
途
切
れ
て
、
そ
し
て
本
当
に
内
山
の
記
憶
ど
お
り
に
一
九
三
七
年
以
後
で
終
わ
っ
た
の
か
は
ま
だ
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
回
厳
密
に
調
査
で
き
た
「
上
海
日
日
新
聞
」
は
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
八
ヶ
月
間
に
す
ぎ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
一
九
三
三
年
以
後
の
「
上
海
日
日
新
聞
」
の
調
査
並
び
に
ほ
か
の
資
料
の
調
査
で
解
明
し
よ
う
と
考
え
る
。
童
話
会
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
不
明
の
と
こ
ろ
が
ま
だ
多
い
が
、
八
か
月
分
の
資
料
だ
け
で
も
、
そ
の
時
期
の
活
動
の
具
体
的
な
状
況
が
ず
い
ぶ
ん
把
握
で
き
た
と
言
え
る
。
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
六
ま
ず
、
右
の
表
を
見
る
と
、
童
話
会
は
基
本
的
に
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
童
話
会
の
開
催
が
「
毎
週
日
曜
日
の
１０
時
か
ら
」
と
『
花
甲
録
』
に
書
い
て
あ
る
が
、
一
九
三
一
年
七
月
か
ら
八
月
ま
で
は
確
か
に
十
時
だ
っ
た
が
、
そ
の
前
の
時
期
は
ほ
と
ん
ど
午
後
二
時
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
場
所
に
つ
い
て
、『
花
甲
録
』
の
内
容
に
よ
る
と
、「
毎
週
日
曜
日
の
十
時
か
ら
北
部
と
中
部
と
東
部
と
西
部
の
各
学
校
で
順
々
に
開
会
す
る
こ
と
に
し
て
、
発
会
式
は
日
本
人
倶
楽
部
三
階
の
ホ
ー
ル
で
や
る
こ
と
に
し
た
」。
発
会
式
の
後
、「
予
定
の
通
り
に
各
学
校
を
廻
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
北
部
と
中
部
と
は
通
学
児
童
が
各
々
近
い
処
に
住
ん
で
い
る
関
係
で
都
合
が
よ
い
が
、
東
部
、
西
部
と
な
る
と
通
学
が
工
場
地
帯
の
関
係
で
バ
ス
（
工
場
専
用
）
で
通
学
し
て
い
る
の
で
日
曜
日
に
は
出
な
い
と
云
う
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
各
工
場
で
も
子
供
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
時
々
工
場
へ
来
て
話
し
て
貰
い
た
い
、
往
復
の
自
動
車
は
出
す
か
ら
と
の
事
で
、
東
部
と
西
部
と
は
工
場
々
々
で
開
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
表
か
ら
確
認
す
る
と
、
発
会
式
の
場
所
は
確
定
で
き
な
い
が
、
一
九
三
一
年
の
八
ヶ
月
の
中
で
、
童
話
会
を
行
っ
た
場
所
が
、
半
数
以
上
「
上
海
購
買
組
合
」
の
楼
上
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
七
月
に
入
っ
て
か
ら
、
高
等
女
学
校
講
堂
が
涼
し
い
た
め
、
そ
こ
へ
移
っ
た
の
で
あ
る
。
内
山
が
言
っ
た
「
各
学
校
を
廻
る
」
と
か
「
工
場
」
で
行
っ
た
こ
と
は
た
ぶ
ん
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、「
上
海
購
買
組
合
」
は
狄
思
威
路
八
一
二
号
（
現
在
 
陽
路
一
九
八
二
号
）
に
あ
っ
て
、
現
在
は
四
川
中
薬
店
と
文
美
百
貨
商
店
に
な
っ
て
い
る
が
⑸
、
そ
の
当
時
は
日
本
人
の
経
営
し
た
購
買
組
合
の
第
一
店
で
あ
っ
た
。「
日
本
の
品
が
ほ
し
い
と
思
え
ば
呉
淞
路
の
日
本
人
商
店
や
購
買
組
合
に
行
け
ば
よ
い
。」⑹
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
当
時
上
海
の
在
留
邦
人
に
と
っ
て
は
か
な
り
便
利
で
不
可
欠
な
所
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
購
買
組
合
と
内
山
書
店
と
は
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
近
い
距
離
に
位
置
し
て
い
た
⑺
。
さ
ら
に
、
内
山
完
造
が
同
じ
時
期
に
開
催
し
た
「
日
語
学
会
」
の
場
所
も
、「
内
山
の
友
人
の
日
本
人
が
経
営
し
て
い
た
上
海
購
買
組
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
七
合
の
一
室
」（『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
２
』）
を
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
『
花
甲
録
』
に
よ
る
と
、
内
山
と
購
買
組
合
の
経
営
者
五
十
崎
義
鶴
と
は
友
人
で
あ
っ
た
そ
う
で
、「
日
語
学
会
」
は
そ
こ
の
二
階
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。（
日
語
学
会
は
一
九
三
一
年
に
上
海
北
四
川
路
長
春
路
三
六
〇
号
に
移
転
）⑻
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
十
月
に
は
内
山
が
そ
こ
で
魯
迅
と
「
世
界
版
画
展
覧
会
」
を
開
催
し
、
一
九
三
一
年
八
月
に
は
、
魯
迅
と
内
山
の
弟
の
内
山
嘉
吉
と
「
木
刻
講
習
会
」
を
一
週
間
に
わ
た
り
開
い
た
。
以
上
の
情
報
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
購
買
組
合
は
内
山
が
よ
く
活
動
し
た
場
所
で
、
す
で
に
日
中
文
化
交
流
の
重
要
な
拠
点
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
場
所
が
判
明
し
た
後
、
最
後
に
、
童
話
会
の
中
核
と
な
る
、
子
供
た
ち
に
童
話
を
話
し
て
い
た
講
師
ら
は
い
っ
た
い
ど
の
方
面
の
人
物
で
、
そ
し
て
ど
ん
な
履
歴
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
『
花
甲
録
』
に
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
会
に
三
つ
日
曜
学
校
が
あ
る
。
仏
教
の
方
は
東
西
両
本
願
寺
と
日
蓮
宗
と
禅
宗
と
真
言
宗
と
五
つ
あ
る
。
各
日
曜
学
校
の
先
生
方
が
話
す
こ
と
に
し
た
の
で
、
先
生
方
は
十
分
陣
容
は
出
来
た
」、「
東
京
の
文
理
大
の
大
塚
童
話
会
か
ら
三
人
の
方
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
久
留
島
武
彦
先
生
の
渡
欧
の
途
に
お
話
し
て
頂
い
た
こ
と
も
」
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。ち
な
み
に
、
大
塚
童
話
会
と
は
「
大
正
四
年
下
位
春
吉
、
葛
原
し
げ
る
」
二
人
の
「
提
唱
で
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
在
の
東
京
教
育
大
）
に
設
け
ら
れ
た
家
庭
講
話
と
口
演
童
話
の
研
究
会
」
で
、
そ
し
て
「
内
地
は
も
ち
ろ
ん
台
湾
、
樺
太
、
満
州
に
も
口
演
に
出
か
け
た
」⑼
文
化
団
体
で
あ
る
。
前
掲
表
「
童
話
会
記
事
」
に
見
え
た
講
師
ら
と
「
大
塚
童
話
会
」
と
の
繋
が
り
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、「
大
塚
童
話
会
」
か
ら
来
た
「
三
人
」
が
誰
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
当
時
東
京
に
あ
っ
た
「
大
塚
童
話
会
」
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
但
し
、
や
は
り
視
線
を
一
時
的
に
童
話
会
に
関
わ
っ
た
大
塚
童
話
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は
別
に
、
長
い
間
に
内
山
の
童
話
会
で
活
躍
し
て
い
た
講
師
ら
に
向
け
よ
う
と
す
る
と
、
内
山
の
記
述
だ
け
で
は
か
な
り
不
十
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
童
話
会
内
部
に
あ
る
講
師
の
情
報
に
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
八
つ
い
て
は
、
内
山
は
『
花
甲
録
』
で
は
、
童
話
会
を
回
想
し
て
い
る
時
点
で
、
彼
と
「
時
々
会
っ
た
り
手
紙
で
交
際
の
あ
る
」
講
師
は
「
高
橋
貞
一
君
、
村
井
美
喜
雄
君
、
泉
祐
太
郎
君
た
ち
で
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
表
「
童
話
会
記
事
」
を
見
る
と
、
講
師
ら
の
名
前
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
内
山
自
身
が
指
摘
し
た
三
人
の
ほ
か
に
、
か
な
り
の
人
数
が
出
た
。
そ
の
中
、
ほ
ぼ
毎
回
童
話
会
に
参
加
し
た
の
が
内
山
完
造
と
高
橋
実
、
ま
た
高
橋
貞
一
、
村
井
美
喜
雄
と
当
間
美
三
も
三
分
の
二
の
頻
度
で
話
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
先
行
研
究
を
補
う
た
め
に
、
氏
名
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
詳
し
い
情
報
を
提
供
し
よ
う
と
思
い
、
ま
ず
、
二
十
世
紀
前
半
で
上
海
に
い
た
在
留
邦
人
の
氏
名
を
一
部
載
せ
て
い
た
、
一
九
一
三
年
の
初
版
か
ら
一
九
四
五
年
の
三
十
八
版
ま
で
、
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』⑽
を
、
入
手
の
で
き
る
範
囲
で
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
る
一
九
三
一
年
に
一
番
近
い
一
九
三
〇
年
版
を
手
始
め
に
調
べ
た
。
次
に
、「
上
海
日
々
新
聞
」
の
一
九
三
一
年
一
月
二
十
二
日
（
七
）「
書
院
弁
論
大
会
に
上
海
有
志
も
参
加
」
と
い
う
記
事
の
中
か
ら
、
村
井
美
喜
雄
が
東
亜
同
文
書
院
⑾
の
一
員
と
し
て
、
弁
論
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
│
│
創
立
八
十
周
年
記
念
史
』⑿
な
ど
の
「
東
亜
同
文
書
院
」
関
係
の
本
を
取
り
上
げ
て
調
査
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
、
童
話
会
の
講
師
た
ち
は
出
身
校
や
従
事
し
て
い
る
仕
事
及
び
社
会
的
身
分
な
ど
の
面
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
最
初
に
、
上
海
に
あ
る
学
校
の
学
生
（
卒
業
生
）
が
い
る
。
で
は
、
最
も
情
報
量
の
多
い
村
井
美
喜
雄
か
ら
紹
介
し
て
い
く
。
ま
ず
、『
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌
２２
東
南
西
北
第
二
十
七
期
生
』⒀
か
ら
、
村
井
が
第
二
十
七
期
生
で
、
哈
市
駐
在
班
（「
哈
市
」
は
「
哈
爾
濱
市
」
の
こ
と
を
指
す
…
筆
者
注
釈
）
の
一
員
と
し
て
、「
上
海
│
│
青
島
│
│
大
連
│
│
奉
天
│
│
長
春
│
│
哈
爾
濱
│
│
奉
天
」
の
調
査
旅
行
を
経
て
、
詩
も
作
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
上
海
東
亜
同
文
書
院
の
第
二
十
七
期
生
と
い
う
の
は
、
昭
和
六
年
に
卒
業
し
た
学
生
と
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
今
回
調
査
に
あ
た
っ
た
年
に
彼
は
卒
業
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、「
村
井
美
喜
雄
（
秋
田
）
秋
田
中
学
。
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
。
内
山
完
造
の
内
山
書
店
を
手
伝
っ
た
が
、
の
ち
在
華
日
本
紡
績
同
業
会
の
理
事
代
理
に
昇
進
、
現
地
応
召
、
長
沙
で
終
戦
。
鹿
児
島
に
引
き
揚
げ
、
指
宿
教
会
と
幼
稚
園
を
設
立
、
伝
道
生
活
三
十
年
を
越
え
た
。」⒁
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
六
九
「
郷
里
へ
の
は
が
き
」（
昭
和
５
│
１２
│
２７
）⒂
と
い
う
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
は
が
き
は
村
井
が
実
家
と
思
わ
れ
る
秋
田
県
秋
田
市
築
地
中
町
の
村
井
正
氏
宛
で
、
署
名
に
は
、「
上
海
東
亜
同
文
書
院
村
井
美
喜
雄
」
と
落
款
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
彼
が
１２
月
２１
日
の
懸
賞
弁
論
大
会
で
一
等
賞
を
獲
得
し
、
内
山
書
店
の
商
品
券
と
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
こ
と
、
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
で
出
し
物
を
披
露
し
た
後
、
内
山
書
店
に
行
っ
て
、『
聖
書
』
と
『
賛
美
歌
』
を
購
入
、
内
山
に
「
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
以
上
か
ら
分
か
っ
た
の
は
、
彼
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
と
内
山
完
造
と
の
親
密
な
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
に
そ
れ
が
縁
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
幹
部
活
動
に
参
画
し
た
り
、
身
内
が
内
山
書
店
に
雇
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
そ
う
で
あ
る
⒃
。
同
じ
く
、
当
時
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
で
あ
っ
た
人
物
が
ま
だ
二
人
い
る
。
そ
れ
は
第
二
十
七
期
生
の
楠
本
一
夫
│
「
楠
本
一
夫
（
長
崎
）
佐
世
保
中
学
。
真
面
目
な
人
柄
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
、
音
楽
部
で
熱
心
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
や
っ
て
い
た
が
上
海
で
逝
去
。」⒄
│
と
二
十
三
期
生
の
石
川
務
、
│
「
石
川
務
（
茨
城
）
水
戸
中
学
。
滬
友
会
本
部
勤
務
後
、
昭
和
二
年
応
召
。
上
海
同
興
紡
、
華
中
塩
務
局
、
中
支
軍
衣
糧
廠
勤
務
。
昭
和
二
十
一
年
四
月
引
き
揚
げ
、
家
族
と
合
流
、
中
学
・
高
校
教
諭
、
四
十
九
年
退
職
。」⒅
│
二
人
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
か
ら
、
石
川
務
の
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
│
「
石
川
務
（
茨
城
県
）
同
興
紡
績
株
式
会
社
楊
樹
浦
第
二
工
場
経
理
係
」
│
が
得
ら
れ
た
。
学
校
関
係
の
人
に
続
い
て
、
宗
教
関
係
の
人
が
い
る
。
同
じ
本
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
か
ら
判
明
し
た
の
は
、
荒
木
即
成
は
熊
本
県
出
身
で
、
西
本
願
寺
（
本
派
）
の
布
教
使
で
あ
り
、
上
海
日
曜
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
講
師
、
前
述
の
楠
本
一
夫
も
上
海
日
曜
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
。
二
人
は
内
山
の
童
話
会
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
西
本
願
寺
が
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
三
月
三
十
日
に
主
催
し
た
お
伽
大
会
と
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
七
月
二
十
六
日
に
主
催
し
た
童
話
会
に
二
回
に
わ
た
っ
て
参
加
し
た
こ
と
が
、「
上
海
日
日
新
聞
」
の
記
事
（
前
掲
表
）
か
ら
分
か
っ
た
。
最
後
に
残
っ
た
の
は
、
当
時
上
海
の
各
企
業
、
銀
行
に
勤
め
る
人
や
自
営
業
の
人
た
ち
で
あ
る
。
挙
げ
て
み
れ
ば
、
高
橋
実
（
大
阪
府
）
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
七
〇
＝
三
井
銀
行
上
海
支
店
、
高
橋
貞
一
（
兵
庫
県
）＝
東
亜
洋
服
店
、
泉
裕
太
郎
（
神
奈
川
県
）＝
上
海
紡
績
株
式
会
社
会
計
課
、
藤
井
稔
（
広
島
県
）＝
日
華
紡
績
株
式
会
社
曹
家
渡
工
場
（
第
三
、
四
工
場
）
工
務
係
、
一
木
敏
之
（
京
都
府
）＝
一
木
洋
行
主
（
一
木
洋
行＝
楽
器
楽
譜
蓄
音
器
商
）。
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
三
人
と
、
銀
行
、
洋
服
店
、
紡
績
会
社
、
洋
行
な
ど
に
勤
め
て
い
た
人
お
よ
び
日
曜
学
校
の
先
生
、
布
教
使
も
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
、
童
話
会
の
多
様
性
と
大
衆
性
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
講
師
た
ち
の
職
種
も
身
分
も
ず
い
ぶ
ん
散
ら
ば
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
が
勤
め
る
会
社
、
銀
行
や
店
の
分
布
は
北
四
川
路
（
東
亜
洋
服
店
、
一
木
洋
行
、
上
海
日
曜
学
校
）、
九
江
路
（
三
井
銀
行
）
な
ど
の
日
本
人
居
留
民
が
多
く
集
中
し
た
虹
口
地
区
に
あ
る
の
が
多
く
、
前
述
の
よ
う
に
、
購
買
組
合
、
内
山
書
店
と
の
距
離
も
近
く
、
当
時
北
四
川
路
に
あ
っ
た
内
山
書
店
が
正
に
そ
こ
か
ら
広
が
る
内
山
の
文
化
事
業
の
中
枢
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
講
師
た
ち
か
ら
見
え
た
多
様
性
も
先
行
研
究
⒆
で
は
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
上
海
と
い
う
多
国
籍
の
人
が
雑
居
し
て
い
た
街
の
性
格
の
現
れ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
頃
に
、
す
で
に
二
万
七
六
三
九
人
に
至
っ
た
（
一
九
四
二
年
刊
、
上
海
居
留
民
団
編
『
上
海
居
留
民
団
三
十
五
周
年
記
念
誌
』
の
集
計
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
）
在
留
邦
人
の
児
童
教
育
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
一
年
現
在
、
四
つ
の
小
学
校
と
二
つ
の
中
学
校
が
日
本
居
留
民
団
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
⒇
が
、「
日
本
人
居
留
民
社
会
の
閉
鎖
性
の
た
め
、
日
本
人
居
留
民
の
子
弟
教
育
は
、
中
国
上
海
で
行
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
す
、
外
界
と
の
交
流
が
欠
乏
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。」21
と
い
う
性
格
を
持
っ
た
。
こ
の
情
報
か
ら
見
て
、
内
山
の
童
話
会
は
内
山
以
外
に
各
職
種
の
講
師
が
講
演
す
る
ほ
か
に
、
外
部
か
ら
（
東
京
の
大
塚
講
話
会
、
久
留
島
武
彦
な
ど
）
の
講
師
を
招
い
た
り
、
日
曜
学
校
の
先
生
に
話
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
当
時
の
子
供
た
ち
に
刺
激
を
与
え
、
新
鮮
な
栄
養
を
注
い
だ
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
講
師
ら
が
童
話
会
で
確
実
に
口
演
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
表
か
ら
は
具
体
的
な
タ
イ
ト
ル
が
判
明
し
た
が
、
内
容
を
一
々
確
実
に
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
内
山
自
身
の
回
想
か
ら
、「
私
は
戦
争
話
は
決
し
て
し
な
い
と
云
う
決
心
で
、
も
っ
と
も
多
く
ト
ル
ス
ト
イ
の
民
話
や
小
話
や
を
使
っ
て
話
し
た
。
時
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
旧
約
の
お
話
も
し
た
が
、
い
よ
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
七
一
い
よ
興
味
が
湧
い
て
来
た
時
に
は
一
つ
二
つ
は
自
分
で
創
作
も
し
て
見
た
。」
と
い
う
事
情
が
見
え
る
。
そ
し
て
具
体
的
に
言
え
ば
、
内
山
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
私
が
よ
く
話
し
た
の
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
愛
あ
る
処
に
神
あ
り
」「
二
老
人
」「
人
は
ど
れ
だ
け
の
土
地
を
要
す
る
か
」「
火
を
等
閑
に
す
れ
ば
燃
え
上
ら
ん
」「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」「
人
は
何
に
よ
っ
て
生
き
る
か
」「
子
供
は
大
人
よ
り
も
賢
い
」
等
は
度
々
話
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
作
の
話
し
で
は
「
張
さ
ん
と
金
さ
ん
」
そ
の
た
『
世
界
童
話
集
』
の
中
か
ら
い
つ
も
借
用
し
た
」22
。
そ
し
て
、
前
掲
表
の
「
童
話
会
記
事
」
か
ら
も
、
内
山
完
造
が
一
月
二
十
五
日
に
「
二
人
の
老
人
」
を
、
二
月
八
日
に
「
張
さ
ん
金
さ
ん
」
を
口
演
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
童
話
の
内
容
に
つ
い
て
一
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」（
作
者
は
ロ
シ
ア
の
レ
フ
・
Ｈ
・
ト
ル
ス
ト
イ
）
と
い
う
物
語
の
主
人
公
イ
ワ
ン
は
、「
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
き
両
親
を
養
い
な
が
ら
、
勝
手
な
兄
弟
の
要
求
に
素
直
に
従
」
い
、
そ
し
て
悪
魔
が
与
え
た
金
と
権
力
に
は
屈
伏
し
て
な
か
っ
た
人
物
で
、「
イ
ワ
ン
の
底
抜
け
の
誠
実
さ
、
大
ら
か
さ
、
優
し
さ
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
富
や
戦
争
に
対
し
て
鋭
い
批
判
の
矢
を
放
っ
て
お
り
、
彼
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
平
和
、
博
愛
、
平
等
、
労
働
な
ど
の
尊
さ
を
高
ら
か
に
う
た
っ
て
い
る
。」23
む
ろ
ん
内
山
自
身
が
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
よ
く
話
を
し
た
村
井
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
ま
た
、
荒
木
既
成
と
楠
本
一
夫
を
は
じ
め
と
す
る
日
曜
学
校
の
先
生
た
ち
も
よ
く
参
加
し
た
。
上
の
よ
う
な
典
型
的
な
キ
リ
ス
ト
教
風
の
童
話
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」
か
ら
見
て
も
、
童
話
会
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
の
検
討
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
そ
こ
で
は
、
童
話
会
が
一
九
三
〇
年
代
上
海
に
あ
る
子
供
の
教
育
機
関
、
団
体
の
活
動
と
違
っ
て
、
そ
の
性
質
の
独
特
な
と
こ
ろ
を
見
出
そ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
記
「
大
塚
童
話
会
」
の
メ
ン
バ
ー
構
成
や
活
動
の
詳
細
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
文
化
団
体
の
実
態
が
さ
ら
に
解
明
で
き
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
七
二
＊＊
＊
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
「
上
海
日
日
新
聞
」
に
は
、
前
掲
の
表
で
示
し
た
内
容
以
外
に
、
当
時
上
海
に
お
け
る
児
童
向
け
の
活
動
も
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
た
が
、
三
月
十
六
日
に
西
部
と
東
部
の
小
学
校
が
学
芸
会
を
行
い
、
そ
し
て
東
本
願
寺
日
曜
学
校
が
五
月
三
日
に
お
伽
会
を
開
催
し
、
七
月
二
十
三
日
に
朝
起
き
会
と
童
話
会
を
開
催
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
。
そ
う
い
う
短
期
間
で
行
う
朝
起
会
、
童
話
会
や
個
別
な
団
体
に
よ
っ
て
開
催
す
る
活
動
に
対
し
て
、「
童
話
会
」
が
割
合
に
数
多
く
開
催
し
、
八
か
月
の
間
に
二
十
四
回
に
も
至
り
、
当
時
の
在
留
日
本
人
の
子
供
教
育
に
い
か
に
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
か
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
表
の
「
童
話
会
関
連
記
事
」
の
方
を
見
る
と
、「
童
話
会
」
が
三
月
十
五
日
の
「
升
屋
氏
送
別
会
」（
升
屋
治
三
郎
と
は
、「
支
那
劇
研
究
会
」
の
同
人
、「
文
芸
漫
談
会
」
の
機
関
誌
「
万
華
鏡
」
の
同
人
で
あ
る
）、
そ
し
て
四
月
十
八
日
に
一
木
洋
行
主
催
の
「
音
楽
と
劇
の
夕
」
の
よ
う
な
他
の
音
楽
、
劇
、
童
話
童
謡
関
係
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
活
動
と
し
て
は
、
普
段
の
童
話
講
演
に
拘
ら
な
く
て
、
童
話
劇
や
中
堅
講
師
の
一
人
の
高
橋
実
を
始
め
と
す
る
童
謡
の
披
露
も
所
々
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
講
師
と
し
て
の
荒
木
既
成
、
楠
本
一
夫
ら
が
上
海
日
曜
学
校
の
お
伽
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
童
話
会
は
既
に
上
海
の
文
化
界
で
活
躍
し
て
い
た
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
ぶ
り
か
ら
、「
童
話
会
」
に
大
き
な
評
価
を
与
え
て
も
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
稿
で
論
じ
た
一
九
三
〇
年
か
ら
発
足
し
た
「
童
話
会
」
と
は
違
う
が
、
最
後
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
も
よ
い
が
、
影
山
澈
の
「
上
海
日
僑
中
学
生
の
終
戦
日
記
」24
か
ら
、
内
山
が
戦
後
上
海
で
開
校
さ
れ
た
、「
小
学
・
中
等
生
徒
六
十
人
ほ
ど
の
上
海
残
留
日
僑
子
弟
補
習
室
」
を
「
童
話
会
」
と
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
「
当
た
り
障
り
の
な
い
名
」
が
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
註
⑴
内
山
完
造
（
一
九
三
一
年
）「
上
海
童
話
協
会
」『
花
甲
録
』
一
九
六
〇
年
九
月
岩
波
書
店
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
七
三
⑵Ｎ
Ｈ
Ｋ
 
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和

取
材
班
【
編
】『
上
海
共
同
租
界
│
事
変
前
夜
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
│
世
界
へ
の
登
場
（
２
）』
角
川
書
店
一
九
八
六
年
五
月
⑶
小
沢
正
元
「
上
海
童
話
協
会
の
設
立
」『
内
山
完
造
伝
│
│
日
中
友
好
に
つ
く
し
た
偉
大
な
庶
民
』
一
九
七
二
年
三
月
番
町
書
房
⑷
趙
夢
雲
『
上
海
・
文
学
残
像
│
日
本
人
作
家
の
光
と
影
』
田
畑
書
店
二
〇
〇
〇
年
五
月
⑸
上
海
魯
迅
記
念
館
、
上
海
国
際
友
人
研
究
会
編
『
中
日
友
好
の
先
駆
者
魯
迅
と
内
山
完
造
写
真
集
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
九
五
年
十
月
⑹
小
島
勝
・
馬
洪
林
編
『
上
海
の
日
本
人
社
会
│
│
戦
前
の
文
化
・
宗
教
・
教
育
│
』
永
田
文
昌
堂
一
九
九
九
年
五
月
⑺
木
之
内
誠
編
『
上
海
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』
一
九
九
九
年
六
月
大
修
館
書
店
ｐ
２５
「
１２
横
浜
橋
」
⑻
『
上
海
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
八
月
四
日
（
十
）
の
記
事
⑼
『
児
童
文
学
辞
典
』
東
京
堂
出
版
一
九
七
〇
年
三
月
引
用
で
は
「
現
在
の
東
京
教
育
大
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
七
〇
年
三
月
の
段
階
の
指
摘
で
あ
る
。
現
在
は
筑
波
大
学
に
な
っ
て
い
る
。
⑽
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
第
二
十
一
版
（
初
版
一
九
一
三
年
一
月
）
金
風
社
一
九
三
〇
年
三
月
⑾
註
⑵
に
よ
っ
て
、「
東
亜
同
文
書
院
は
、『
日
本
と
中
国
の
共
存
共
栄
』
を
建
学
の
理
想
と
し
て
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
年
）、
東
亜
同
文
会
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
東
亜
同
文
会
は
、
中
国
問
題
の
研
究
と
日
中
両
国
の
友
好
促
進
の
た
め
の
事
業
を
行
う
民
間
団
体
で
、
初
代
の
会
長
は
貴
族
院
議
長
近
衛
篤
麿
（
文
麿
の
父
）
で
あ
っ
た
。」
そ
し
て
、「
東
亜
同
文
書
院
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
中
国
の
事
情
に
通
じ
た
実
務
家
の
養
成
で
あ
っ
た
。」
ま
た
、
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
た
ち
は
中
国
事
情
を
わ
か
る
た
め
に
、
毎
年
大
旅
行
を
し
、
そ
し
て
『
清
国
通
商
総
覧
』、『
支
那
経
済
全
書
』、『
支
那
省
別
全
誌
』
な
ど
支
那
研
究
の
本
も
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
⑿
大
学
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
│
│
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
滬
友
会
昭
和
五
七
年
五
月
⒀
上
海
東
亜
同
文
書
院
編
『
東
南
西
北
（
第
二
十
七
期
生
編
）』
昭
和
六
年
三
月
（
愛
知
大
学
『
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌
２２
東
南
西
北
第
二
十
七
期
生
』
雄
松
堂
二
〇
〇
六
年
三
月
）
⒁
註
⑿
大
学
史
編
纂
委
員
会
編
「
第
二
十
七
期
生
銘
々
伝
（
第
五
編
回
想
録
第
一
章
各
期
回
想
録
・
銘
々
伝
）」『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
│
│
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
滬
友
会
昭
和
五
七
年
五
月
⒂
「
＃
５９
上
海
東
亜
同
文
書
院
生
そ
の
他
の
便
り
集
」『
上
海
の
北
部
虹
口
』http
://scott
.at
.w
ebry.info/200607/article
_4.htm
l
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
七
四
⒃注
⒂
の
中
で
、
資
料
「
郷
里
へ
の
は
が
き
」
を
紹
介
し
た
人
が
、
村
井
の
履
歴
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
⒄
註
⒁
⒅
註
⑿
大
学
史
編
纂
委
員
会
編
「
第
二
十
三
期
生
銘
々
伝
（
第
五
編
回
想
録
第
一
章
各
期
回
想
録
・
銘
々
伝
）」『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
│
│
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
滬
友
会
昭
和
五
七
年
五
月
⒆
大
橋
毅
彦
「
上
海
・
内
山
書
店
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
奥
行
│
│
文
芸
漫
談
会
機
関
誌
「
萬
華
鏡
」
を
中
心
に
し
て
│
│
」『
日
本
文
芸
研
究
』
第
六
十
一
巻
第
一
・
二
号
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
二
〇
〇
九
年
九
月
⒇
陳
祖
恩
『
上
海
的
日
本
文
化
地
図
』
上
海
文
芸
出
版
有
限
会
社
二
〇
一
〇
年
四
月
21
註
⑹
22
註
⑴
23
定
松
正
『
世
界
・
日
本
児
童
文
学
登
場
人
物
辞
典
』
一
九
九
八
年
四
月
玉
川
大
学
出
版
部
24
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
編
『
海
外
引
揚
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦
（
引
揚
篇
）
第
１２
巻
』
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
出
版
）
二
〇
〇
二
年
三
月
。
但
し
、
本
論
で
引
用
し
た
部
分
は
本
書
か
ら
で
は
な
く
、「
平
和
祈
念
展
示
資
料
館
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp
://w
w
w
.heiw
akinen.jp/
shiryokan/heiw
a/yokuryu12.htm
l
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
付
記
本
稿
は
、
関
西
学
院
大
学
日
本
文
芸
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
十
月
二
日
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。
な
お
、
引
用
文
に
は
、
今
日
的
な
目
か
ら
見
て
、
差
別
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
敢
え
て
原
文
通
り
に
引
用
し
た
。
（
ろ
け
い
く
ん
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
「
上
海
日
日
新
聞
」
か
ら
見
た
内
山
完
造
の
上
海
に
お
け
る
文
学
・
文
化
活
動
「
童
話
会
」
研
究
（
一
）
七
五
